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GCOM-C1/SGUセンサによる総生産推定アルゴリズムの開発
～GPPキャパシティーからのGPP推定の枠組み～

村松加奈子（奈良女子大学研究院自然科学系）

::Iじ日
同京

総生産量推定のアJレゴリズムの枠組み
特徴：光一光合成曲線を導入したモデル

光合成＝キャパシティ－x抑制量
LAIを介さない

キャパシティー・葉内クロロフィル量と酵素RuBisCO
ー〉色一〉光学系センサー

クロロフィル量にセンシティブな植生指標
Clgreen=NIR/G-1 (Gitelson, et. al, 1994, 1996, 1997) 

葉内クロロフィル量と線形関係

抑制量：：気温や湿度4土i裏水分状態などの環境要因による
気孔開閉． 二酸化炭素，水蒸気のガス交換を制御

気孔コンダクタンスの推定方法 l森引主，修士論文20121

実験：個葉 光合成・気孔コンダクタンス（Ll6400)
輝度温度(IT-550,Horiba Co.) 

樹冠 熱赤外カメラによる樹幹温度（T陀，Air32,CPA－し50AJ

先行研究IThanyap，百ne巴d』mlel.al, 20121 G仰 C叩：，ci

GPPキヤIてシテイ一推定のアルゴリズム ｜‘少〆
GPPcapacity=f Pcapacity(PAR(t)) dt V … 

Pcapacity(PAR(t)): mgCOJ(mも） 2糊…

Pcapacity(PAR(t))=Pmax capacity x仏附 XPAR(t) 

I ＋仏，，~，· x PAR（り
Pmax_capacity_2000=a Clgreen+b , ，白

~ .J .〆． 
！，~~.；；：読オE七伽 j ::1 ムみ5己．

：：！に：：ニ：：．：
《功 帆岬制，a“ ,.,, .. 川岨＇＂＂ ,.y:, ・' .I ・Arノ ・ . 

「.., .• , ..... "'''" ’川J.,,,, •HMげは＂＇ ω込町 ,J ’ v ・

1•1aa1 ho.弘山鑑...り供、n仙aいd市ザ町........’ .... .. 一…”｝
｝

剛

『

山

川

町一…一一…一一…一一

d
Z宮

．．．
 

，奮
・
6
喜
，
電
4
4

－F－『a
－－

h

・g‘、4W
司・E

‘－－・可＠

叫

四

時

四

酔

剛

山

W

M

山

”r附 ・ 1川町・

Baldocch1’s model(l 994) 
熱収支→葉温→

気孔コンダクタンス→
光合成速度

モデルパラメータの調整
気象条件，葉温を変えてLUTを作成
LUTへの入力：気象データの測定値

(PAR, VPD（または気温，湿度））
熱赤外カメラで測定した葉温

出力：気孔コンダクタンス

GPP= GPPキャパシティー xi光合成抑制量 ｜

Clgreenより 気孔開度パラメータ

気孔開度： 気孔コンダクタンスの日変化のうち，
最大気孔コン夕、クタンスを1に規格化
したものと定義する。

気孔開度の推定方法： Big Leafモデル（Penman-Monteitheq. 
[Monte附 etal., 19731）を用いて，
樹冠コンダクタンス推定のLUTを作成
熱赤外イメージの樹冠温度と気象データを
入力値として，樹冠コンダクタンスを推定
樹冠コンダクタンスを規絡化
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Penn唱n-Monteitheq. a飽和水車費圧曲線 酔 J境界層コンずクタンス
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気孔コンダクタンスの推定例（コナラ）

j1[ ?~:~;~ 
GPPキャパシティーからのGPP推定の枠組み

推定値：日変化は実験値を再現
ただし絶対値は，不一致（ペデスタル）

概要

使用データ
偲葉，樹冠での測定データI森千色修士論文2012]
GPPcapacity推定パラメー告ll'.1'有紀袖20131
AmerlFLUX(US-Ses）デ一空 2007年
MODIS反射率デ一世 2007年

解析結果個葉

気孔開度の計算例（コナラ）
前述の気孔コン夕、クタンス
の推定値では，絶対値は不一致

最大値で規格化

気孔コンダクタンスの日変化
パターンの抽出がおおよそ可能

． ． 

解析結果樹冠
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ζlgreenから推定したGPPキャパシティーの日変化と FLUXデータとBigleafモデルを用いた GPPキャパシティーx規格化樹冠コンダクタンス
FLUX観測でのGPPの日変化 樹冠コンダクタンスの推定結果 10:30を基準

(2007年5月158～31日の平均値） (2007年5月15日～31日の平均値） (2007年5月15日～31日の平均値）
o., o.,. Big，.，『

0.2 
GPP eapa<'1V horn VI a，凶PAR－ー・ーー

GPP。，FLUX-

島 一望 v.,

t 0国 ,f¥) ＂＼.九九／•＼＂ハ
0 
0 2 4 6 6 10 12 14市川甜 2224 

Tin,e 

まと函正寺葎丙語車 問L開厳罰コンダクヲンスの日変イ間取値で規制ヒしたものと鵡した 嗣 コンダクヲンス制践をBig四 fモデル祈説。
FLUXサイト，ζ対応する衛星デ－-$1から推定したGPPキャパシティーに推定した樹冠コンダヲヲンスのt財名化値を算してGPPの推定を行い，樹冠でのGPPキャパシティーから
GPP推定への枠組みを作成した。樹冠コンダヲヲンス推定のためのパラメ－-$1のチューニングおよび， LUT•の作成は今後の課題て守あるU

謝辞 CERES共同研究alAXAIGCOM-CI7ロジェヲトー科学研究費基盤Cの援助を受けた.FLUXデータはAmeriFLUX(US石田）よリ.MODISの鹿栂系変換後のデータは，東海大学福江;II也教授より捜供を受けた‘
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